
 

 

 

 

 

 暖かな日差しが根雪を溶かし、春の訪れを感じる頃、本日をもって令和５年度の教育課

程が修了いたしました。アフターコロナとなった今年度は猛暑や暖冬など地球温暖化の影

響が感じられる年でしたが、大きな事故等なく無事１年を終えることができ、安堵してい

るところです。これまでの保護者・地域の皆様のご支援とご協力に感謝申し上げます。 

 昨年 4月から「あいさつは 人より先に さわやかに」を合言葉に、糠内学園の重点目

標であります「協働的に学ぶコミュニケーション能力の育成」を目指し、教育活動を進め

て参りました。毎朝玄関前で交わす挨拶は、相手の目を見て聞こえる声で「おはようござ

います」と言えるようになりました。そして、教室や集会など様々な活動の中で、意見を

交流する場面を設定することで、自信をもって自分の考えを発表できるようになりました。 

また、１学期の漢字を「進」として、進んで物事に挑戦することを目標に、運動会やグ

リーンタイム（農園活動）に頑張りました。２学期は「協」とし、協力して物事を成しと

げることを目標に、糠内子ども獅子舞や学習発表会、収穫祭、総合発表会をやり遂げまし

た。３学期は「強」とし、自分の得意や苦手を強化することを目標に、スケートやスキー、

まとめの学習に励みました。 

１年を通して、素晴らしい成長を見せてくれた子ども達。特に高学年の活躍には目を見

張るものがありました。中学校との合同運動会では、中学生と協力しながら、小学生の中

心となって、頼もしく動き回っていていました。グリーンタイムでは、計画から植え付け、

収穫まで積極的に働きました。獅子舞では少ない練習機会を補うため、休み時間等を使っ

て練習に励み、神社祭りでは見事な舞を披露できました。学習発表会では、コミカルな演

劇をはつらつと演技し、会場を大いに盛り上げました。児童会活動では、これまでの慣例

にとらわれず、自分たちで必要だと思うことを積極的に取り入れ、充実した活動になりま

した。また、全十勝小・中学生かべ新聞コンクールでは、協力し合い時間をかけて丁寧に

まとめ上げ、見事に最優秀賞を受賞しました。こうした何事にも前向きで、楽しみながら

取り組む姿は、下級生達に大きな影響を与えました。 

本日の卒業式で卒業する５人に「勇気」という言葉を贈りました。これから様々な壁に

ぶつかる時があるでしょう。でも、前述したような小学校生活で培った宝物のような体験

を自信にして、「勇気」をもってその壁を乗り越えて欲しいと願っています。糠内学園の

目指す１５歳の姿は「学びに目的・価値を見出し、主体的に取り組む子ども」「自分の身

の回り、地域の幸せのために、自ら提案し、行動する子ども」です。皆さんなら、きっと

そんな素敵な中学生になると信じています。 

（校長 笠原 聡） 
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 ２月２０日、本校卒業生で女子陸上競技の元オリンピック

選手の福島千里さんが本校を訪れ、子どもたちに走り方のコ

ツをご指導いただきました。 

福島さんは、２００８年の北京大会から３大会連続でオリ

ンピックに出場し、陸上の女子１００メートルと２００メー

トルの日本記録は、今もなお破られていません。 

今回行われた特別授業には、明倫小学校の児童も参加し、

２８人が速く走るためのコツを学びました。 

福島さんはスタートの時に前の足にしっかり体重をかけ

ることが大切だと説明し、スタートの練習や速く走ることに

つながる準備体操についても学びました。 

最後は、福島さんにちなんだ「１００ｍ廊下」を子どもた

ちと一緒に競走しました。現役時代を彷彿とさせる、圧倒的

な速さで廊下を駆け抜けました。 

福島さんのあまりの速さに、子どもたちの口からは「速

っ！」「無理！」といった声が聞こえました。 

最後に、６年生の岡田美空さんが「走るのは苦手でしたが、

福島さんに教えてもらったおかげで、初めて走ることが楽し

いと感じました」と感想を述べました。 

授業後のインタビューで、福島さんは「このような形で母

校に戻ってこられるとは夢にも思っていなかったのでうれ

しく思います。直接ふれ合うことで『自分もこういうふうに

なれるのかな』と少しでも夢が目標になるきっかけになるこ

とができればうれしいです」と話していました。 

なお、授業の様子は当日のニュースで 2回放映され、後

日新聞にも掲載されました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第２７回全十勝小中学生新聞スクラップコンクールで、６年

生の部で山本愛矢さんが最優秀賞、杉本優花さんと佐藤玖音

さんが優秀賞、５年生の部で佐藤 凛さんが優秀賞をそれぞ

れ受賞しました。おめでとうございます！ 

なお、今回受賞した山本愛矢さんと十勝子ども大会で特選を受賞した和田 崇さん、

全十勝小・中学校かべ新聞コンクールで最優秀賞を受賞した５・６年生の皆さんが、幕

別町文化奨励賞を受賞いたしましたこともあわせてお知らせいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年生を送る会
 ３月１日、６年生を送る会が行われました。体調不良でお

休みする児童もいましたが、大いに盛り上がりました。 

 ５年生・４年生・３年生はこの日のために、長い時間を

かけ一生懸命準備してきました。 

 前半はレクリエーションです。ジェスチャーゲームでは、

６年生がジェスチャーをし、在校生と保護者の方々が答え

る形で行われました。６年生のチームワークのよさとクオ

リティの高さには驚かされました。 

 出し物は、どの学年も心を込めた素晴らしいものでした。 

 ３・４年生は笑いあるモノマネや、学習発表会よりも上

達したリコーダーの演奏が素敵でした。 

 １・２年生は、５・６年生が４年前に演奏した「優しい

あの子」を鍵盤ハーモニカで演奏しました。３学期が始ま

ってから練習を続けてきた成果が発揮されました。４年前

の映像との共演も、当時担任だった先生ならではの企画で

した。保護者の方々も、口々に「懐かしい！」とおっしゃ

っていました。 

 その後の５・６年生がサプライズで１・２年生と一緒に

演奏しました。誰もが感動する素晴らしいものでした。 

 ５・６年生は「めざめろテレビ」でおもしろニュースを

映像で披露しました。 

 最後の６年生の言葉も素敵でした。欠席となってしまっ

た児童の挨拶も見事でした。 

送る会後に開かれた５・６年生のカフェは、３日前に企

画したとは思えない素敵なカフェでした。 

 児童だけでなく、保護者の方々も大いに喜んでいただき

ました。糠小児童の素晴らしさがたくさん詰まったひとと

きでした。 

 毎年恒例となっている校長先生のライブツアーが、３月１２

日の全校朝会にて行われました。今回のテーマは、３学期の漢

字に合わせた「強～ストロング～」。イーグルスの名曲「ホテ

ルカリフォルニア」をギターで演奏しました。素敵な演奏に誰

もが聴き入っていました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月の行事予定 

２日（火）転入職員挨拶回り（午後） 
 ５日（金）前日登校（３年生以上登校） 
      １０時～１１時 担任発表 
８日（月）着任式、始業式、入学式 

      （１１：３０下校） 
９日（火）１年生下校指導～（１１日） 

      分掌部会 
１１日（木）交通安全教室 児童会 
１５日（月）１年生給食開始 ＣＩＲ 
１６日（火）町教育振興会総会１３：１５下校 
１７日（水）二計測・視力・聴力検査 参観日 
１８日（木）全国学力・学習状況調査（6年） 
      交通安全下校指導１３：５５下校 

１９日（金）まくべつ教育の日 ＣＩＲ 
      定時退勤日 
２２日（月）個人面談 ＣＩＲ１３：５５下校 
２３日（火）個人面談 児童質問調査（６年） 
      １３：５５下校 
２５日（木）幕別町複式教育研究会総会 
      １３：５５下校 
２６日（金）個人面談 ＣＩＲ１３：５５下校 
２９日（月）昭和の日 
３０日（火）児童実態交流会 町 P連総会 

 
※発行日現在の予定ですので、変更になることがあり
ます。 

 令和５年４月に糠内小学校に赴任し、あっという間の１年
間でした。「ぬかない」という場所に来ることも初めてで、
みなさんと会うまではとっても緊張していました。糠内小学
校のみんなはとても一生懸命で明るく、優しい児童ばかり
で、わからないことがたくさんありましたが、みんなに助け
てもらいながら毎日を楽しく過ごすことができました。 
短時間ではありましたが、保護者・地域の方々とも交流さ

せていただきました。いつもご理解ご協力いただいたことに
感謝申し上げます。糠内小学校からは離れてしまいますが、
この場所で皆様と一緒に過ごせたことを宝物にして、次の場
所でも頑張っていきます。短い期間でしたが、大変お世話に
なりました。 

 まだ「令和」という年号も、「新型コロナ」と

いう感染症も誰も知らない頃、糠小に異動してき

ました。入学式では、新１年生の家族写真撮影会。

給食は全校でスマプレ。合同運動会では、前日準

備に高所作業車、お父さんがバットを持ってホー

ムランを連発、２校で大宴会。朝から全校体験活

動に行って、そのまま学校キャンプ。神社祭りで、

相撲とって懸賞金。全校文集では全員手形スタン

プ。スケートもスキーも両方行いスキー最終日に

は嵐山でカレー。送る会の後には、親父バンドの

演奏・・・。初めてのことばかりに驚きの連続で

した。私は、それらを経験した最後の教職員とな

りそうです。保護者の皆さんには、大変お世話に

なりました。ありがとうございました。  

 

優しく素直な子ども達と過ごした４年間の日々は、
かけがえのない宝物です。緊急事態宣言時に糠内小学
校へ着任したので、感染症対策のために様々な制限が
ある中でしたが、子ども達の明るく前向きな姿に力を
もらい、可愛らしさに癒され、養護教諭として楽しく
幸せな４年間を過ごすことができました。子どもたち
は保護者の皆様や糠内地域の方々に見守られて、たく
さんの愛情で育てられたから、みんな仲良しでいざと
いう時の団結力が素晴らしかったのだと思います。 
 保護者・地域の皆様には、様々な教育活動にご理解
ご協力いただきましたことに、心より感謝申し上げま
す。本当にありがとうございました。 

７年間の教頭職を経て、校長として糠内小学校に着任

して早３年。子ども達、先生方と楽しく過ごすことがで

き、たいへん充実した３年間でした。教頭時代と違って、

子ども達と関わることが多く、元気をもらうことができ

ました。特に、今年度は高学年と３年生の理科の授業を

もたせてもらい、授業のある日はワクワクしていました。

また、自然に囲まれた校舎周辺では様々な生き物に出会

うことができました。アカゲラの雛達のさえずり、エゾ

モモンガのつぶらな瞳、エゾリス同士のじゃれ合い、そ

して蝉の羽化もじっくりと観察することができました。

保護者の皆様には、様々な面でご協力いただき、心から

感謝申し上げます。糠内小学校での経験を今後に生かし、

さらに精進して参りたいと思います。３年間本当にお世

話になりました。 

 

 ３月をもって、本

校から４名の職員が

転出いたします。子

どもたちをはじめ、

保護者の皆様、地域

の皆様には本当にお

世話になりました。 

◎笠原校長 

 令和３年４月着任 
 

◎今井教諭 

 平成 30年４月着任 
 

◎吉本養護教諭 

 令和２年４月着任 
 

◎茂古沼教諭 

 令和５年４月着任 


